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はじめに

このマニュアルでは、Sun Fire™ V1280/Netra™ 1280 システムの設置および設定方
法について説明します。

関連マニュアル

Sun のオンラインマニュアル
各言語対応版を含むサンの各種マニュアルは、次の URL から表示または印刷、購入
できます。

http://www.sun.com/documentation

用途 タイトル

安全に関する
注意事項

『Sun Fire V1280/Netra 1280 Systems Compliance and Safety 
Manual』(マルチリンガル版)

使用方法 『Sun Fire V1280/Netra 1280 システム管理マニュアル』

使用方法 『Sun Fire V1280/Netra 1280 システムコントローラコマンドリファ
レンスマニュアル』

保守 『Sun Fire V1280/Netra 1280 システムサービスマニュアル』
vii



Sun の技術サポート
このマニュアルに記載されていない技術的な問い合わせについては、次の URL にア
クセスしてください。

http://www.sun.com/service/contacting

コメントをお寄せください
弊社では、マニュアルの改善に努力しており、お客様からのコメントおよびご忠告を
お受けしております。コメントは下記よりお送りください。

http://www.sun.com/hwdocs/feedback

コメントにはマニュアルの Part No. (817-4517-10) とタイトルを記載してください。

必要な工具類
このマニュアルに記載されている手順を行うには、次の工具類が必要です。

� コンピュータのリフター
� プラスのねじ回し (Phillips の 2 番)
� レンチ (スライドの調節可能なボルトを取り外す)
� レンチ (架台のボルトを取り外す)
� トルクレンチおよびエクステンションバー (Netra 1280 システムのみ、付属)
� M5 ナットスピナー (Netra 1280 システムのみ、付属)
� 1 穴の圧着コネクタ (Netra 1280 システムのみ、付属)
� 2 穴の圧着コネクタ (Netra 1280 システムのみ、付属)
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第 1 章

物理的な設置

この章では、システムの設置方法について説明します。内容は、次のとおりです。

� 1-2 ページの「スライドおよびレールの取り付け」
� 1-13 ページの「キャビネットへのシステムの設置」
� 1-19 ページの「ロックナットの取り付け (Netra のみ)」
� 1-20 ページの「ケーブル管理アームの取り付け」
� 1-25 ページの「Sun Fire V1280 の電源ケーブルの接続」
� 1-27 ページの「Netra 1280 の電源ケーブルの接続」
� 1-30 ページの「システムコントローラへのコンソールの接続」
� 1-32 ページの「入出力アセンブリの接続」
� 1-33 ページの「システムの電源投入」
� 1-33 ページの「システムの電源切断」
� 1-34 ページの「追加ハードウェアの取り付け」
� 1-34 ページの「追加の周辺装置の取り付け」

注意 – 架台を含む Sun Fire V1280/Netra 1280 システムの重量は、約 130 kg (286 ポ
ンド) になります。システムをキャビネットに安全に移動するには、コンピュータ装
置用リフトを使用して 2 人で作業する必要があります。

注意 – キャビネットが不安定にならないように、キャビネットからは一度に 1 台の 
Sun Fire V1280/Netra 1280 システムのみを引き出してください。

注意 – Sun Fire V1280/Netra 1280 システムをキャビネットから引き出すときには、
キャビネットの安定装置が取り付けられている場合はこれを伸ばしてください。

注 – 事前に取り付けられたシステムの場合は、キャビネットに付属の取扱説明書を
参照して、1-25 ページの「Sun Fire V1280 の電源ケーブルの接続」での設定を完了し
てください。
1-1



1.1 スライドおよびレールの取り付け
この節では、次の項目について説明します。

� 1-2 ページの「レール部品の調節」
� 1-3 ページの「2 ポストに取り付ける場合のレールの準備」
� 1-4 ページの「内部スライドのシステムへの取り付け」
� 1-6 ページの「Sun Fire または StorEdge キャビネットでのレール部品の取り付

け」
� 1-8 ページの「Sun Rack 900 キャビネットでのレール部品の取り付け」
� 1-10 ページの「19 インチの 4 ポストキャビネットでのレール部品の取り付け」
� 1-11 ページの「19 インチの 2 ポストラックでのレール部品の取り付け」
� 1-12 ページの「スライド部品のロックの組み立て (Netra のみ)」

1.1.1 レール部品の調節

各レール部品は、次の 4 つの部品で構成されます (図 1-1)。

� スライド部品に取り付ける背面留め具
� 背面留め具に取り付ける調節可能な留め具 (調節可能な留め具は、構成によっては

使用されない)
� スライド部品 (内部スライドと外部スライド)
� 正面留め具

図 1-1 レール部品 (標準構成)

調節可能な

背面留め具

正面留め具

スライド部品 S
U
N
F
I
R
E

留め具
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背面留め具または調節可能な留め具の位置を調節して、部品の長さを変更します。ス
ライド部品および背面留め具の金属部分には、特定のキャビネット用の留め具の位置
が記されています。図 1-1 に、マークの位置を示します。

1.1.2 2 ポストに取り付ける場合のレールの準備

2 ポストに取り付ける場合は、レール部品を分解して、組み立て直すことができます 
(図 1-2)。レール部品は、ポストの奥行が 7.5 ～ 15.0 cm (3 ～ 6 インチ) の 19 インチ
の 2 ポストラックに合うように調節できます。

1. 調節可能な留め具を固定するナットを取り外し、調節可能な留め具を廃棄します 
(図 1-1)。

2. 正面留め具を固定している 4 つのナットを取り外します。

3. 正面留め具を 180 度回転させ、内側に向けて再び固定します (図 1-2)。

4. 背面留め具を固定している 4 つのナットを取り外します。

5. 背面留め具を 180 度回転させ、内側に向けます (図 1-2)。

6. スライド部品の適切なマークに背面留め具を合わせて、再び固定します。

7. 2 つ目のレール部品に対して、手順 1 ～ 6 を繰り返します。

図 1-2 2 ポスト用に変更したレール部品

背面留め具 

正面留め具

( 内側に向ける )

( 内側に向ける )

スライド部品 
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1.1.3 内部スライドのシステムへの取り付け

1. 内部スライドをスライド部品から取り外します。

a. 緑色のラッチの隣にあるラッチを押し込みます。

b. 外部スライドおよびレール部品から内部スライドを引き出して外します。

2. システム側にある位置決めの爪がスライドの切り込みにはめ込まれるように、スライ
ドを押し上げます (図 1-3)。

ばね式の爪がかみ合います。

注 – ばね式のクリップはシステムの留め金の上になり、内部スライドの本体の縁が
システムの留め金の下と後ろでかみ合います。

3. スライドごとに 2 本の 8-32 インチねじを使用して、システムに内部スライドを固定
します。

4. 2 つ目の内部スライドに対して、手順 1 ～ 3 を繰り返します。
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図 1-3 ばね式のクリップおよび切り込み
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1.1.4 Sun Fire または StorEdge キャビネットでのレー
ル部品の取り付け

Sun Fire または StorEdge™ キャビネットの正面と背面には、下から順に番号が付い
た #10-32 UNF のねじ穴があります。

注 – レール部品は、どちらの面も同じです。そのため、キャビネットのどちら側に
でも使用できます。

1. 各レール部品の調節可能な留め具の位置を調節します。

a. 調節可能な留め具を固定している 2 つのナットを緩めます。

b. 背面留め具の「SUNFIRE」と記された位置に調節可能な留め具を合わせて、再び
固定します。

2. 各レール部品の長さを調節します。

a. 背面留め具を固定している 4 つのナットを緩めます。

b. スライド部品の「Sun Fire Cabinet」と記された位置に背面留め具を合わせて、再
び固定します。

1.1.4.1 下部位置へのレール部品の取り付け

1. 正面留め具のピンをキャビネットの 22 番と 33 番の穴に差し込みます (図 1-4)。

留め具が固定されるまで、このピンが適切な位置で留め具を支えています。

2. 2 本の #10-32 UNF ねじを使用して、調節可能な留め具をキャビネットの 24 番と 31 
番の穴に固定します。

3. 2 本の #10-32 UNF ねじを使用して、正面留め具をキャビネットの 24 番と 31 番の
穴に固定します。

4. 2 つ目のレール部品に対して、手順 1 ～ 3 を繰り返します。
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1.1.4.2 上部位置へのレール部品の取り付け

1. 正面留め具のピンをキャビネットの 58 番と 69 番の穴に差し込みます (図 1-4)。

留め具が固定されるまで、このピンが適切な位置で留め具を支えています。

2. 2 本の #10-32 UNF ねじを使用して、調節可能な留め具をキャビネットの 60 番と
67 番の穴に固定します。

3. 2 本の #10-32 UNF ねじを使用して、正面留め具をキャビネットの 60 番と 67 番の
穴に固定します。

4. 2 つ目のレール部品に対して、手順 1 ～ 3 を繰り返します。

図 1-4 Sun Fire キャビネットでのレールの取り付け

キャビネットの内側の穴に固定された

調節可能な留め具
キャビネットの外側の穴に固定された

正面留め具
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1.1.5 Sun Rack 900 キャビネットでのレール部品の取り
付け

Sun Rack 900 キャビネットの正面と背面には、下から順に番号が付いた M-6 UNF の
ねじ穴があります。 

注 – レール部品は、どちらの面も同じです。そのため、キャビネットのどちら側に
でも使用できます。

1. 各レールの調節可能な留め具を取り外します。

a. 調節可能な留め具を固定している 2 つのナットを緩めます。

b. 調節可能な留め具を廃棄します。

2. 各レール部品の長さを調節します。

a. 背面留め具を固定している 4 つのナットを緩めます。

b. スライド部品の「NGR Cabinet」と記された位置に背面留め具を合わせて、再び
固定します。

1.1.5.1 下部位置へのレール部品の取り付け

1. 正面留め具のピンをキャビネットの 22 番と 33 番の穴に差し込みます (図 1-5)。

留め具が固定されるまで、このピンが適切な位置で留め具を支えています。

2. 2 本の M-6 UNF ねじを使用して、背面留め具をキャビネットの 24 番と 31 番の穴に
固定します。

3. 2 本の M-6 UNF ねじを使用して、正面留め具をキャビネットの 24 番と 31 番の穴に
固定します。

4. 2 つ目のレール部品に対して、手順 1 ～ 3 を繰り返します。

1.1.5.2 上部位置へのレール部品の取り付け

1. 正面留め具のピンをキャビネットの 58 番と 69 番の穴に差し込みます (図 1-5)。

留め具が固定されるまで、このピンが適切な位置で留め具を支えています。

2. 2 本の M-6 UNF ねじを使用して、背面留め具をキャビネットの 60 番と 67 番の穴に
固定します。
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3. 2 本の M-6 UNF ねじを使用して、正面留め具をキャビネットの 60 番と 67 番の穴に
固定します。 

4. 2 つ目のレール部品に対して、手順 1 ～ 3 を繰り返します。

図 1-5 Sun Rack 900 キャビネットまたは 19 インチの 4 ポストキャビネットでのレー
ルの取り付け

キャビネットの外側の穴に固定されたキャビネットの外側の穴に固定された
正面留め具 背面留め具
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1.1.6 19 インチの 4 ポストキャビネットでのレール部品
の取り付け

レールは、IEC 297-4 または EIA 310-D に準拠した 19 インチキャビネットに合うよ
うに調節できます。各レール部品の正面と背面の取り付けレール間の距離は、45.0 ～ 
78.0 cm (17.7 ～ 30.7 インチ) です。

注 – レール部品は、どちらの面も同じです。そのため、キャビネットのどちらの側
にでも使用できます。

注意 – 取り付け作業員には、キャビネットの構造的な強度および安定性が、必要な
取り付け作業に対して十分であることを確認する責任があります。

1. 各レール部品の調節可能な留め具を取り外します。

a. 調節可能な留め具を固定している 2 つのナットを緩めます。

b. 調節可能な留め具を廃棄します。

2. 各レール部品の長さを調節します。

a. 背面留め具を固定している 4 つのナットを緩めます。

b. スライド部品に記されている適切なマークに背面留め具を合わせて、再び固定し
ます。

3. 2 本の #10-32 UNF ねじを使用して、背面留め具を固定します (図 1-5)。

� もっとも低い位置にシステムを取り付ける場合、ラック搭載用の固定ねじは、そ
れぞれ 47.0 cm (18.5 インチ) および 57.2 cm (22.5 インチ) 以上の位置に差し込みま
す。キャビネットの穴の位置を決定するには、Sun Fire V1280/Netra 1280 Slide 
Rail Installation Instructions and Mounting Template を参照してください。

� もっとも高い位置にシステムを取り付ける場合、ラック搭載用の固定ねじは、そ
れぞれ 100.0 cm (39.5 インチ) および 110.0 cm (43.5 インチ) 以下の位置に差し込み
ます。キャビネットの穴の位置を決定するには、Sun Fire V1280/Netra 1280 Slide 
Rail Installation Instructions and Mounting Template を参照してください。

4. 2 本の #10-32 UNF ねじを使用して、正面留め具を固定します (図 1-5)。

5. 2 つ目のレール部品に対して、手順 1 ～ 4 を繰り返します。
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1.1.7 19 インチの 2 ポストラックでのレール部品の取り
付け

注 – レール部品を準備する必要があります。詳細は、1-3 ページの「2 ポストに取り
付ける場合のレールの準備」を参照してください。 

注 – レール部品は、どちらの面も同じです。そのため、キャビネットのどちらの側
にでも使用できます。

注意 – ラックが床または天井、隣接するフレームに固定されていることを確認して
ください。取り付け作業員には、キャビネットの構造的な強度および安定性が、必要
な取り付け作業に対して十分であることを確認する責任があります。

1. 2 本の #10-32 UNF ねじを使用して、正面留め具を固定します。

ラック搭載用の固定ねじは、それぞれ 47.0 cm (18.5 インチ) および 57.2 cm (22.5 イ
ンチ) 以上の位置に差し込みます。キャビネットの穴の位置を決定するには、Sun 
Fire V1280/Netra 1280 Slide Rail Installation Instructions and Mounting Template　
を参照してください。

2. 2 本の #10-32 UNF ねじを使用して、背面留め具を固定します。

3. 2 つ目のレール部品に対して、手順 1 および 2 を繰り返します。
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1.1.8 スライド部品のロックの組み立て (Netra のみ)
1. 各スライド部品の背面側のナットを取り外します (図 1-6)。 

図 1-6 レール部品のスライドのナットの取り外し

2. スペーサのフランジ側をスライドの方に向けて、それぞれの植込みボルトに手で取り
付けます (図 1-7)。

図 1-7 スペーサの取り付け

注 – スライド部品への残りのロック取り付け作業は、システムをキャビネットに設
置してから行います。
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1.2 キャビネットへのシステムの設置
この節では、次の項目について説明します。

� 1-13 ページの「キャビネットへのシステムの設置の準備」
� 1-15 ページの「キャビネットへのシステムの設置」

1.2.1 キャビネットへのシステムの設置の準備

1. 正面ベゼルのドアを取り外します (図 1-8)。

a. ドアを開け、ヒンジピンのレバーを押し下げてヒンジピンを緩めます。

b. ドアを持ち上げてヒンジピンを外し、安全な場所にドアを保管します。

c. 2 つ目の正面ベゼルのドアに対して、手順 a および b を繰り返します。

図 1-8 ドアのヒンジの外し方
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2. 架台のボルトを取り外します (図 1-9)。

ボルトは、金属のオレンジ色の架台を木製パレットに固定しています。

図 1-9 架台のボルトの取り外し
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1.2.2 キャビネットへのシステムの設置

注意 – 架台を含む Sun Fire V1280/Netra 1280 システムの重量は、約 130.0 kg (286.0 
ポンド) になります。システムをキャビネットに安全に移動するには、怪我を防ぐた
め、コンピュータ装置用リフトを使用して 2 人で作業する必要があります。

1. キャビネットの安定装置が取り付けられている場合はこれを伸ばし、適切な位置で固
定します。

注意 – システムを持ち上げる場合は、架台を取り付けてください。持ち上げに失敗
すると、システムに大きな損傷を与えることになります。

2. リフターのフォークを架台の開口部に完全に差し込みます (図 1-10)。

図 1-10 架台へのリフターの挿入
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3. システムを木製の出荷パレットから持ち上げて、パレットを取り外します。

4. キャビネットから外部スライドを引き出し、伸ばした位置でラッチを固定します。

5. キャビネットの外部スライドの高さまでシステムを持ち上げます。

6. システムのスライドがキャビネットの外部スライドに完全にかみ合うまで、リフター
を前方に注意深く移動させます (図 1-11)。

スライドをロックすると、各側面のラッチがカチッという音を立てます。

図 1-11 スライドの位置合わせ

内部スライド

外部スライド
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注意 – キャビネットの安定装置が取り付けられている場合は、これを伸ばしてくだ
さい。安定装置を伸ばさないと、リフターを引き出す際にキャビネットが転倒するこ
とがあります。

7. リフターでシステムを支えたままの状態で、システムに架台のハンドルを固定してい
る 4 本の脱落防止機構付きねじを緩めます。

8. システムから架台の両方のハンドルを外します。

これで、システムから架台が取り外されます。

9. リフターを使用して、作業の妨げにならない場所に架台を降ろします。

架台は、将来の使用のために保管しておきます。

図 1-12 架台の取り外し
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10. 各スライドの緑色のラッチを押して、システムをキャビネットの中へ押し込みます
(図 1-13)。

図 1-13 システムキャビネットへのシステムの押し込み

11. システムの正面にある 2 本の固定ねじを締めて、システムをキャビネットに固定し
ます (図 1-14)。

12. キャビネットの安定装置を使用した場合は、これを元の位置に戻します。

13. システムの正面ドアを再び取り付けます。

図 1-14 固定ねじの取り付け

固定ねじ 固定ねじ
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1.3 ロックナットの取り付け (Netra のみ)

注 – システムが NEBS Level 3 の振動に関する認定基準を満たすには、ロックナット
をしっかりと固定する必要があります。

1. スライド部品の背面側の植込みボルトにナットを固定します (図 1-15)。

丸い方の端をスペーサに向けてください。

図 1-15 スライドの背面側でのロックナットの固定

注意 – トルク値が所定の値に達すると、突然トルクレンチのハンドルが開放されま
す。手をシステムやキャビネットから離しておくようにして、怪我をしないように注
意してください。

2. システムの背面に取り付けられたトルクレンチおよびエクステンションバーを使用し
て、ナットを締めます。

トルクレンチは、10 Nm (88.5 インチポンド) にあらかじめ設定されています。ラ
チェットの向きを逆にするには、キャップを外して反対側に取り付けます。ナットが
完全に締まると、レンチハンドルの固定が外れます (図 1-16)。
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図 1-16 トルクレンチを使用したスライドのロックナットの固定

3. トルクレンチおよびエクステンションバーをシステム背面の所定の場所に取り付け
て、ストラップで固定します。

1.4 ケーブル管理アームの取り付け
この節では、次の項目について説明します。

� 1-22 ページの「CMA–Lite の取り付け」
� 1-23 ページの「CMA–800 の取り付け」

ケーブル管理アームは、システムをキャビネットから出し入れする場合に、ケーブル
を保護するために使用します。 

2 つのケーブル管理アーム、CMA-Lite および CMA-800 が提供されます。CMA の最
適な選択は、キャビネットの使用可能な奥行およびサポートされるケーブルの本数と
種類によって異なります。大きい方のケーブル管理アーム CMA-800 が使用している
キャビネットに合わない場合は、CMA-Lite を使用してください。 

システムの背面には、CMA を固定するためのねじ穴があります (図 1-17)。

ラチェットの向きの
変更用キャップ
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図 1-17 留め具の取り付け用ねじ穴
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1.4.1 CMA–Lite の取り付け

1. 2 本の脱落防止機構付きねじを使用して、上のアームの端のピボットをシステムの背
面の上部に固定します (図 1-18)。

2. 2 本の脱落防止機構付きねじを使用して、CMA の中央のピボットを左側のレール部
品の背面の内側に固定します。

3. 2 本の脱落防止機構付きねじを使用して、下のアームの端のピボットをシステムの背
面の下部に固定します。

図 1-18 CMA–Lite ケーブル管理アーム

脱落防止機構付き
ねじ (2 本 )

脱落防止機構付き
ねじ (2 本 )

脱落防止機構付き
ねじ (2 本 )

CMA-Lite
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1.4.2 CMA–800 の取り付け

1. 入出力ケーブルアームの上部のピボット式留め具からヒンジピンを取り外します。

2. 電源ケーブルアームの下部のピボット式留め具からヒンジピンを取り外します
(図 1-19)。

3. 2 本の脱落防止機構付きねじを使用して、システムに上部のピボット式留め具を固定
します (図 1-19)。

4. 2 本の脱落防止機構付きねじを使用して、下部のピボット式留め具を固定します
(図 1-19)。

図 1-19 上部および下部のピボット式留め具の取り付け

5. 2 本の脱落防止機構付きねじを使用して、キャビネットのレールに T 型留め具を固定
します。

T 型留め具には、左右のどちら側に取り付けるのかを示すマークがあります。

脱落防止機構付きねじ (2 本 )

脱落防止機構付きねじ (2 本 )

上部のピボット式留め具

下部のピボット式留め具
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6. 2 本の脱落防止機構付きねじを使用して、入出力ケーブルアームを左側の T 型留め具
の上部に固定します。

7. 2 本の脱落防止機構付きねじを使用して、電源ケーブルアームを左側の T 型留め具の
下部に固定します。

8. 入出力ケーブルアームを上部のピボット式留め具に再び取り付け、ヒンジピンを再び
使用して入出力ケーブルアームを固定します (図 1-20)。

9. 電源ケーブルアームを下部のピボット式留め具に再び取り付け、ヒンジピンを再び使
用して電源ケーブルアームを固定します (図 1-20)。

図 1-20 上部および下部のケーブルアームの組み立て
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1.5 Sun Fire V1280 の電源ケーブルの接続

注意 – Sun Fire V1280 システムは、アースされた中性線を持つ電源システムを使用
する設計になっています。装置をほかの種類の電源システムに接続しないでくださ
い。建物に供給されている電力の種類を確認するには、施設の管理者または有資格の
技術者に問い合わせてください。

注意 – サンの製品は、アース付き (3 線式) の電源コードを使用しています。電源
コードは、アースしたコンセントに接続してください。

注意 – 電源コンセントは、装置の近くの容易に使用できる場所にある必要がありま
す。

1. システムの電源スイッチをスタンバイの位置に設定します。

注意 – オン/スタンバイ電源スイッチでは、装置の電源は完全には切断されません。
この製品の電源を完全に切断するには、AC 電源コードを抜きます。

2. 電源付きキャビネットの場合は、キャビネットの電源を切ります。 

詳細は、キャビネットに付属の設置マニュアルを参照してください。

3. 電源コードの両端にラベルを付けます。

2 本のコードに電源 A、残りの 2 本のコードに電源 B のラベルを付けます。

4. 電源ケーブルをシステムに接続します。

a. 電源 A の電源コードをシステムの AC0 および AC1 に接続し、電源 B の電源コー
ドをシステムの AC2 および AC3 に接続します。 

b. 電源コードを CMA に通し、タイラップで固定します。

CMA を伸ばしたり元に戻したりしても、電源コードが外れないことを確認してく
ださい。

注 – Sun Rack 900 キャビネットに事前に取り付けられたシステムでは、手順 3 およ
び 4 がすでに完了しています。
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5. システムを電源に接続します。

電源が付いていないキャビネットに取り付けられている場合

i. システムの電源 A の電源コードを、別途用意した電源 A の回路遮断器に接続し
ます。

ii. システムの電源 B の電源コードを、別途用意した電源 B の回路遮断器に接続し
ます。

電源付きのキャビネットに取り付けられている場合

i. キャビネットの電源 A の電源コードを、別途用意した電源 A の回路遮断器に接
続し、キャビネットの電源 B の電源コードを、別途用意した電源 B の回路遮断
器に接続します。

キャビネットでの電源ケーブルの配線については、キャビネットに付属の設置
マニュアルを参照してください。

注 – 取り付け作業員には、キャビネットの電力および冗長性が、必要な取り付け装
置に対して十分であることを確認する責任があります。

ii. キャビネットの電源 A の電源コードをシステムの電源 A に接続し、キャビネッ
トの電源 B の電源コードをシステムの電源 B に接続します。

キャビネットでの電源ケーブルの配線については、キャビネットに付属の設置
マニュアルを参照してください。
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1.6 Netra 1280 の電源ケーブルの接続
この節では、次の項目について説明します。

� 1-27 ページの「Netra 1280 の電源コネクタの組み立て」
� 1-29 ページの「Netra 1280 の電源ケーブルの接続」
� 1-29 ページの「はじめて電力を供給する前の電源入力接続の確認」

1.6.1 Netra 1280 の電源コネクタの組み立て

1. 電源スイッチをスタンバイの位置に設定します。 

注意 – オン/スタンバイ電源スイッチでは、装置の電源は完全には切断されません。
この製品の電源を完全に切断するには、回路遮断器をオフにします。

2. DC 電源差し込み口のプラスチックのカバーを取り外します (図 1-21)。

カバーは、プラスのねじで固定されています。

3. アースの接続部を組み立てます。

a. アースの 2 穴ラグをアースケーブルに圧着します。

出荷キットには、別途用意したケーブルに圧着するラグが含まれています。圧着
工具またはこれと同等の工具を使用して、ラグをケーブルに取り付けます。

b. 2 つのプラスチックカバーの間の端子に、M5 ナットスピナーでラグを固定しま
す。2 つの M5 ナットおよびワッシャーを使用します。

4. 電源ケーブルの端を組み立てます。

a. 1 穴のラグを入力ケーブルおよびリターンケーブルに圧着します。

b. ラグをプラスチックカバーに通します。

c. 接続端子のラベルに対してケーブルが正しい位置にくるようにします。 

d. 適切な極性の供給線をシステム背面の各端子に接続します。 

e. 1 組の供給線に対するアース用ストラップをアース端子に接続します (図 1-21)。

5. プラスのねじでプラスチックカバーを固定します。
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図 1-21 電源 B のプラスチックカバーを取り外し、コネクタが露出された状態の DC 
電源差し込み口
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1.6.2 Netra 1280 の電源ケーブルの接続

1. アースケーブルを適切なアースポイントに接続します。

2. 残りの電源ケーブルを、別途用意した回路遮断器に接続します。

DC0 および DC1 に一方の電源を接続し、DC2 および DC3 にもう一方の電源を接続
します (図 1-22)。

図 1-22  Netra 1280 の電力供給線のコネクタ

1.6.3 はじめて電力を供給する前の電源入力接続の確認

注意 – はじめてシステムの電源を入れる前に、ケーブルが正しく配線されているこ
とを確認してください。不適切なケーブル配線は、作業員の怪我や装置の損傷の原因
となることがあります。 

1. 緑色のアース入力線がシステムのアースに接続されていることを確認します。 

2. 黒色のホット/入力線がマイナス端子に接続されていることを確認します。 

3. 白色の中性/リターン入力線がプラス端子に接続されていることを確認します。 

デジタル電圧計 (DVM) を各分岐に順番に接続し、次のことを確認してください。

� DVM のアース側の測定端子をシステムのアースに、赤の測定端子をプラス (+) 端
子につなぐと、0 VDC を示す

� DVM のアース側の測定端子をシステムのアースに、赤の測定端子をマイナス (-) 
端子につなぐと、-48 VDC を示す
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1.7 システムコントローラへのコンソールの
接続
この節では、次の項目について説明します。

� 1-30 ページの「はじめての管理コンソールの接続」
� 1-32 ページの「管理コンソールの接続」

システムコントローラ (SC) は、電源投入処理、モジュールの電源投入時自己診断 
(POST) の制御、環境監視、障害の表示、アラームなどの Lights-Out Management 
(LOM) 機能を提供します。

シリアルポート A または 10/100 LOM Ethernet ポートに管理コンソールを接続する
と、LOM コマンド行インタフェースおよび Solaris/OpenBoot™ PROM コンソール
にアクセスできます。いずれかのポートに接続された任意の外部入力装置 (ラップ
トップコンピュータやワークステーション) を管理コンソールとして使用できます。

シリアルポート A は、コマンド行インタフェースを使用して、ASCII 端末または
ネットワーク端末サーバー (NTS) へ直接接続する場合に使用します。管理コンソー
ルの初期設定では、このポートを使用します。デフォルトの SC の設定を変更する場
合にも使用します (通常、10/100 LOM Ethernet ポートが管理コンソールとして使用
されるように設定されています)。シリアルポート A の設定は変更できません。

10/100 LOM Ethernet ポートは、SC をネットワークに接続する場合に使用します。
このポートは、あらかじめ次のように設定されています。

� SC はネットワーク設定されている
� SC Ethernet は DHCP 用に設定されている
� SC Ethernet の IP アドレスおよびゲートウェイ、DNS ドメイン、DNS サーバー 

は、事前設定されていない

1.7.1 はじめての管理コンソールの接続

初期設定では、シリアルポート A を次のいずれかの装置のシリアルポートに接続し
てください。

� ASCII 端末
� サンのワークステーション
� 端末サーバー (または端末サーバーに接続されたパッチパネル)

注 – DHCP によって 10/100 LOM Ethernet ポートに割り当てられた IP アドレスが
わかっている場合は、シリアルポート A がなくても 10/100 LOM Ethernet ポートに
アクセスできます。
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1. 管理コンソールをシリアルポート A に接続します。

シリアルポート A は、データ端末装置 (DTE) ポートです。シリアルポート A をほか
の DTE ポートに接続するには、アダプタまたはクロスケーブル、ヌルモデムケーブ
ルが必要です。シリアルポート A のコネクタのピン配列およびアダプタについて
は、A-5 ページの「LOM シリアルポート」を参照してください。 

2. 別途用意した回路遮断器の電源スイッチをオンの位置に設定します。

3. システムの電源スイッチをオンの位置に設定します。 

詳細は、『Sun Fire V1280/Netra 1280 システム管理マニュアル』を参照してくださ
い。 

4. 管理コンソールを設定します。

詳細は、『Sun Fire V1280/Netra 1280 システム管理マニュアル』を参照してくださ
い。

図 1-23 システムコントローラおよび入出力アセンブリの位置
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1.7.2 管理コンソールの接続

初期設定が完了すると、10/100 LOM Ethernet ポートを使用して、直接またはネット
ワークを介してシステム管理作業を行うことができます。

注 – シリアルポート A での通信は可能ですが、LOM 装置による割り込みで使用さ
れます。詳細は、『Sun Fire V1280/Netra 1280 システム管理マニュアル』を参照し
てください。

1. 10/100 LOM Ethernet ポートを、選択した管理コンソール (ローカルのハブまたは
ルーター、スイッチ) に接続します。

10/100 LOM Ethernet ポートのコネクタについては、A-8 ページの「10/100 LOM 
Ethernet ポート」を参照してください。

2. 選択した管理コンソールを設定します。

詳細は、『Sun Fire V1280/Netra 1280 システム管理マニュアル』を参照してくださ
い。

1.8 入出力アセンブリの接続
入出力アセンブリによって、システムドメインに対しネットワークインタフェースお
よび周辺装置へのアクセスが提供されます。

1. 入出力 Ethernet ケーブルの一方の端を Net0/Net1 Ethernet ポートに接続します 
(図 1-23)。

2. 入出力 Ethernet ケーブルのもう一方の端をハブまたはワークステーション、周辺装
置に接続します。
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1.9 システムの電源投入
1. 電源スイッチをオンの位置に設定します。

2. システムに電源を入れます。 

詳細は、『Sun Fire V1280/Netra 1280 システム管理マニュアル』を参照してくださ
い。 

1.10 システムの電源切断
1. システムの電源を切断することをユーザーに通知します。 

2. 必要に応じて、システムファイルおよびデータをテープにバックアップします。 

3. Solaris オペレーティングシステムを停止します。 

詳細は、『Sun Fire V1280/Netra 1280 システム管理マニュアル』を参照してくださ
い。 

4. システム停止メッセージおよび起動監視プロンプトが表示されるまで待機します。 

5. 必要に応じて、外部ドライブおよび拡張キャビネットの電源を切ります。

6. 電源スイッチをスタンバイの位置に設定します。

注意 – オン/スタンバイ電源スイッチでは、装置の電源は完全には切断されません。
装置の電源を完全に切断するには、別途用意した回路遮断器の電源スイッチを切る必
要があります。
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1.11 追加ハードウェアの取り付け
出荷時の初期構成の設置が完了し、システムに電源が投入され、POST が正常に終了
するまで、追加のハードウェアを取り付けないでください。こうすることで、ハード
ウェアの追加によって引き起こされる問題の診断が容易になります。

注意 – CPU/メモリーボードを取り付ける際には、『Sun Fire V1280/Netra 1280 シ
ステムサービスマニュアル』を参照して、ボードの損傷を防止してください。

注意 – 初期設置の作業時は、システムハードウェアの取り付けまたは取り外しの前
に、回路遮断器で電源を切ってください。詳細は、追加ハードウェアの設置マニュア
ルを参照してください。

注 – 最適な性能を得るために、サンが Sun Fire V1280/Netra 1280 システムでの使用
を認定する PCI カードおよび関連ドライバのみを使用してください。カードとドラ
イバのソリューションがサンに認定されたものでない場合、特定のバス上でカードと
ドライバ間に相互作用が発生し、システムパニックやその他の良くない結果につなが
る可能性があります。

認定された PCI カードおよびシステムの構成に関する最新情報については、購入先
にお問い合わせください。詳細は、次の Web サイトを参照してください。

http://www.sun.com/io

1.12 追加の周辺装置の取り付け
記憶装置を追加する場合は、http://docs.sun.com の『Rackmount Placement 
Matrix』を参照してください。サンのディスクアレイと、その他の記憶装置トレー、
装置に使用する取り付け用ねじ穴の番号が記載されています。 

地震の発生時に、システムの上部が重いことによる影響を最小限にするため、
『Rackmount Placement Matrix』に記載のないかぎり、もっとも重いサブアセンブ
リを最下部に取り付けてください。 

詳細は、周辺装置のインストールマニュアルを参照してください。
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付録 A

外部接続

この付録では、ケーブルおよびコネクタについて説明します。設置を完了するには、
これらのケーブルおよびコネクタを使用可能にする必要があります。Sun Fire 
V1280/Netra 1280 システムの背面には、次のスロットおよびコネクタ、ポートがあ
ります。

� PCI スロット 6 つ

� SCSI コネクタ

� アラームポート

� LOM シリアルポート (シリアルシステムコントローラポート、1 つは予約済み)

� 10/100 LOM Ethernet ポート (システムコントローラ Ethernet ポート)

� Net0/Net1 Ethernet ポート (Gigabit Ethernet RJ-45 ポート 2 つ)

図 A-1 外部入出力接続 － Sun Fire V1280/Netra 1280 システム (背面図)
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A.1 PCI スロット
Sun Fire V1280/Netra 1280 システムには、6 つの PCI スロットがあります。PCI ス
ロットには、0 ～ 5 のラベルが付いています。システムを背面から見ると、左側にス
ロット 0 が、右側にスロット 5 があります。PCI スロットは、ホットスワップ対応で
はありません。スロットはすべてハーフサイズです。

PCI スロット 0 ～ 4 では、33 MHz の 5 V およびユニバーサルタイプのカードを使用
できます。スロット 5 では、33 MHz または 66 MHz の 3V3 のみ対応またはユニ
バーサルタイプのカードを使用できます。コネクタの種類によって、3V3 のみ対応の
カードが 5 V のスロットに (また、その逆の場合も同様に) 取り付けられないように
防止しています。スロットはすべて 64 ビットです。

スロット 5 に 33 MHz のみ対応のカードを挿入すると、内部 SCSI ディスクコント
ローラへの PCI の転送は、33 MHz に制限されます。このため、内部および外部ポー
トの両方で性能が低下します。

A.2 SCSI コネクタ
SCSI コネクタは、68 ピン SCSI コネクタです (図 A-2)。表 A-1 にピン配列を示しま
す。

図 A-2 68 ピン SCSI コネクタ

表 A-1 68 ピン SCSI コネクタのピン配列 

ピン番号 信号名 種類 ピン番号 信号名 種類 ピン番号 信号名 種類

1 +DB(12) 入出力 24 +ACK 入出力 47 –DB(7) 入出力

2 +DB(13) 入出力 25 +RST 入出力 48 –P_CRCA 入出力

3 +DB(14) 入出力 26 +MSG 入出力 49 Ground 信号接地

4 +DB(15) 入出力 27 +SEL 入出力 50 Ground 信号接地

5 +DB(P1) 入出力 28 +C/D 入出力 51 Termpwr 電源

6 +DB(0) 入出力 29 +REQ 入出力 52 Termpwr 電源

34
68

1
35

SCSI3
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A.2.1 SCSI 実装
� SCSI Fast-160 (UltraSCSI) 低電圧差動型パラレルインタフェース

� 16 ビット SCSI バス
� 160 Mbps のデータ転送速度

� 16 個の SCSI アドレスをサポート
� ターゲット 0 ～ 6 および 8 ～ F は、各装置に使用
� ターゲット 7 は、メイン論理ボード上の SCSI バスとアダプタ用に予約済み

� 内部 SCSI 装置を 3 台までサポート
� ディスク 0 [0]
� ディスク 1 [1]
� テープ [5]

低電圧差動型、ポイントツーポイントインターコネクト用ケーブル、最大 25 m  (終
端から終端)

7 +DB(1) 入出力 30 +I/O 入出力 53 予約済み なし

8 +DB(2) 入出力 31 +DB(8) 入出力 54 Ground 信号接地

9 +DB(3) 入出力 32 +DB(9) 入出力 55 –ATN 入出力

10 +DB(4) 入出力 33 +DB(10) 入出力 56 Ground 信号接地

11 +DB(5) 入出力 34 +DB(11) 入出力 57 –BSY 入出力

12 +DB(6) 入出力 35 –DB(12) 入出力 58 –ACK 入出力

13 +DB(7) 入出力 36 –DB(13) 入出力 59 –RST 入出力

14 +P_CRCA 入出力 37 –DB(14) 入出力 60 –MSG 入出力

15 Ground 信号接地 38 –DB(15) 入出力 61 –SEL 入出力

16 Diffsens アナログ 39 –DB(P1) 入出力 62 –C/D 入出力

17 Termpwr 電源 40 –DB(0) 入出力 63 –REQ 入出力

18 Termpwr 電源 41 –DB(1) 入出力 64 –I/O 入出力

19 予約済み なし 42 –DB(2) 入出力 65 –DB(8) 入出力

20 Ground 信号接地 43 –DB(3) 入出力 66 –DB(9) 入出力

21 +ATN 入出力 44 –DB(4) 入出力 67 –DB(10) 入出力

22 Ground 信号接地 45 –DB(5) 入出力 68 –DB(11) 入出力

23 +BSY 入出力 46 –DB(6) 入出力

表 A-1 68 ピン SCSI コネクタのピン配列 (続き)

ピン番号 信号名 種類 ピン番号 信号名 種類 ピン番号 信号名 種類
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注 – 表 A-1 に示す信号は、すべてアクティブローです。

A.3 アラームポート
アラームサービスポートは、DB-15 オスコネクタです (図 A-3)。表 A-2 に、ピン配列
を示します。

図 A-3 DB-15 (オス) アラームサービスポートコネクタ

表 A-2 アラームサービスポートコネクタのピン配列

ピン 信号名 説明 状態

1 接続なし

2 接続なし

3 接続なし

4 接続なし

5 SYSTEM_NO UNIX が動作中 通常は開いている

6 SYSTEM_NC UNIX が動作中 通常は閉じている

7 SYSTEM_COM UNIX が動作中 共通

8 ALARM1_NO アラーム 1 通常は開いている

9 ALARM1_NC アラーム 1 通常は閉じている

10 ALARM1_COM アラーム 1 共通

11 ALARM2_NO アラーム 2 通常は開いている

12 ALARM2_NC アラーム 2 通常は閉じている

13 ALARM2_COM アラーム 2 共通

14 接続なし

15 接続なし

81
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A.4 LOM シリアルポート
LOM シリアルポート A および B は、RJ-45 コネクタを使用します (図 A-4)。これら
のポートは、システムコントローラのシリアルポートとも呼ばれます。表 A-3 に、
ピン配列を示します。

図 A-4 RJ-45 シリアルコネクタ

注 – シリアルポート B は予約されています。

表 A-3 RJ-45 シリアルコネクタのピン配列

ピン 信号

1 RTS

2 DTR

3 TXD

4 Signal Ground

5 Signal Ground

6 RXD

7 DSR

8 CTS

シリアル A シリアル B
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表 A-4 に、シリアル接続を使用するために必要な設定を示します。このポートの設
定は変更できません。使用している特定の端末サーバーについては、そのメーカーの
マニュアルで確認してください。シリアル A での通信は、LOM 装置による割り込み
で使用されます。詳細は、『Sun Fire V1280/Netra 1280 システム管理マニュアル』
を参照してください。

A.4.1 シリアル接続での DB-25 アダプタの使用

VT100 端末からの接続には、システムに付属のDB-25 (25 ピン DSUB オス/8-POS 
RJ-45 メス) アダプタ (パーツ番号 530-2889)、または同一のピンの相互接続が可能な
代替アダプタのどちらかを使用する必要があります。サンが提供する DB-25 アダプ
タを使用すると、サンのすべてのシステムに接続できます。表 A-5 に、DB-25 アダ
プタでのピンの相互接続を示します。

表 A-4 シリアル A 接続のデフォルト設定

パラメタ 設定

コネクタ シリアル A

速度 9600 ボー

パリティー なし

ストップビット 1

データビット 8

表 A-5 サンの DB-25 アダプタでのピンの相互接続

シリアルポート (RJ-45 コネクタ) のピン 25 ピンコネクタのピン

ピン 1 (RTS) ピン 5 (CTS)

ピン 2 (DTR) ピン 6 (DSR)

ピン 3 (TXD) ピン 3 (RXD)

ピン 4 (Signal Ground) ピン 7 (Signal Ground)

ピン 5 (Signal Ground) ピン 7 (Signal Ground)

ピン 6 (RXD) ピン 2 (TXD)

ピン 7 (DSR) ピン 20 (DTR)

ピン 8 (CTS) ピン 4 (RTS)
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A.4.2 シリアル接続での DB-9 アダプタの使用

9 ピンシリアルコネクタが装備された端末に接続するには、シリアル A を DB-9 (9 ピ
ン) アダプタに接続します。表 A-6 に、ピンの相互接続を示します。

A.4.2.1 オスの 9 ピン D 型シリアルポートの接続

1. RJ-45 パッチケーブルの一方の端をシリアル A に接続し、もう一方の端をシステム
に付属の DB-25 アダプタに接続します。

2. DB-25 アダプタを、25 ウェイメスコネクタおよび 9 ウェイ D 型メスコネクタが
 1 つずつ装備されたアダプタに接続します。 

サンでは、25×9 ウェイ D 型メス/メスアダプタは提供していません。

3. 9 ピンシリアルケーブルのオス側を 25×9 ウェイ D 型メス/メスアダプタに接続し、
反対側を管理コンソールの 9 ピンシリアルポートに接続します。

表 A-6 DB-9 (9 ピン) アダプタでのピンの相互接続

シリアルポート (RJ-45 コネクタ) のピン 9 ピンコネクタ

ピン 1 (RTS) ピン 8 (CTS)

ピン 2 (DTR) ピン 6 (DSR)

ピン 3 (TXD) ピン 2 (RXD)

ピン 4 (Signal Ground) ピン 5 (Signal Ground)

ピン 5 (Signal Ground) ピン 5 (Signal Ground)

ピン 6 (RXD) ピン 3 (TXD)

ピン 7 (DSR) ピン 4 (DTR)

ピン 8 (CTS) ピン 7 (RTS)
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A.5 10/100 LOM Ethernet ポート
10/100 LOM Ethernet ポートは、RJ-45 より対線 Ethernet (TPE) コネクタです
(図 A-5)。このポートは、システムコントローラの Ethernet ポートとも呼ばれます。
表 A-7 に、ピン配列を示します。

図 A-5 RJ-45 TPE ソケット

A.5.1 より対線 Ethernet ケーブルによる接続

8 ピン TPE コネクタに接続可能な TPE ケーブルを、次に示します。

� 10BASE-T の場合は、シールド付きより対線 (STP) ケーブルを使用します。
� カテゴリ 3 (STP-3、ボイスグレード)
� カテゴリ 4 (STP-4)
� カテゴリ 5 (STP-5、データグレード) 

� 100BASE-T の場合は、シールド付きより対線カテゴリ 5 (STP-5、データグレード) 
ケーブルを使用します。

表 A-7 より対線 Ethernet コネクタのピン配列

ピン 説明 ピン 説明

1 TXD+ 5 コモンモード終端

2 TXD– 6 RXD–

3 RXD+ 7 コモンモード終端

4 コモンモード終端 8 コモンモード終端

表 A-8 TPE STP-5 ケーブルの長さ

ケーブルの種類 用途 最大長 
(メートル法)

最大長
(ヤード法)

シールド付きより対線、カテゴリ 5 (STP-5、データグレード) 10BASE-T 1000 m 3282 フィート

シールド付きより対線、カテゴリ 5 (STP-5、データグレード) 100BASE-T 100 m 327 フィート
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A.6 Net0/Net1 Ethernet ポート
Net0/Net1 Ethernet ポートは、シールド付き RJ-45 コネクタです (図 A-6)。
Net0/Net1 Ethernet ポートは、Gigabit Ethernet RJ-45 ポートとも呼ばれます。
表 A-9 に、ピン配列を示します。

図 A-6 RJ-45 Gigabit Ethernet コネクタ

表 A-9 RJ-45 Gigabit Ethernet コネクタのピン配列

ピン 信号名 ピン 信号名

1 TRD0_H 5 TRD2_L

2 TRD0_L 6 TRD1_L

3 TRD1_H 7 TRD3_H

4 TRD2_H 8 TRD3_L

8

1

8

1

NET 0

NET 1
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